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国際金融論、世界経済論および開発経済論などの専門科目を履修した学生を対象とする海外での学習です。前期終了後の集中
講義とし、海外訪問は2月中旬となります。今回は台湾に訪問する計画です。

海外での研修を通じて、より実践的な知識を習得する
将来のキャリア形成に役立てる

ガイダンス

台湾とは（概要）

台湾の歴史

台湾の政治

台湾の文化

台湾の経済

台湾の産業と金融

台湾の対日関係

台湾と東アジア諸国との関係

台湾の多国籍企業

台湾に進出している日本企業

台湾が抱える課題①（グループワーク）

台湾が抱える課題②（グループワーク）

台湾が抱える課題③（グループワーク）

発表とまとめ

集中講義で訪問先について事前学習し,2月中旬に現地を訪問します。集中講義

では台湾歴史・政治・経済・対外関係について学ぶとともに、台湾が抱える課

題について、グループで調査・分析し、発表します。

ドキュメンタリー映画も取り入

れ、台湾について理解を深めま

す。

スムーズにグループワークが進むように、事前準備が必要になります。

授業開始までに指示します。

岩井紀子（編）「データで見る東アジアの社会的ネットワークと社会関係資本」ナカニシヤ出版

授業中の態度

グループワークへの貢献度

帰国後のレポート提出

25

25

50

新型コロナ感染症拡大の状況によって渡航が中止となる場合があります。

隔年の開講となります。久保奨学金の支援対象となりますが、旅費や滞在費の一部自己負担が生じます。
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ୖ記とྠࡌ。
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講義レジメに記載された参考文献や授業であげた文献などを読むことに努めてください。
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　講義レジメに記載された参考文献や授業であげた文献などを読むことに努めてください。
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振り返りノートの提出を出欠確認の代替としますので、3分の2以上の提出がない場合、期末テストの受験資格を失うことになり
ます。また、授業では教科書以外の資料を用いる場合があります。

授業終了後、振り返りノートを記入し、提出する。

知識の定着・確認とため振り返りノートの記入と提出があります。
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授業終了後、振り返りノートの記入と提出があります。

岩田規久男(2009)『金融危機の経済学』東洋経済新報社。香西泰,白川方明(2001)『バブルと金融政策』日本経済新聞社。
橘木俊詔(2003)『戦後日本経済を検証する』東京大学出版会。

特に使用しません。

経済のグローバル化、金融の資本市場化が進むにつれて金融市場は不安定化し、頻繁に金融危機が発生するようになりました。
また、銀行・証券など金融仲介機関を巡る環境は大きく変化しており、中央銀行の政策運営にも大きく影響を及ぼしています。
本講義では「金融論I」で学んだ知識をベースに、実体経済と金融情勢の変化を歴史的に俯瞰し、金融業そして中央銀行の役割
について考察します。また最近の技術革新の進展と金融の将来について考えます。

ガイダンス

高度経済成長期の日本経済

高度経済成長期の財政金融政策

ブレトンウッズ体制崩壊後の日本経済と金融政策

プラザ合意と日本のバブル

バブルと金融市場

バブル崩壊と日銀の金融政策運営

不良債権問題と円高

金融政策とプルーデンス政策

サブプライム危機発生のメカニズム

グローバル金融危機と金融政策

金融イノベーション

貯蓄と投資

金融業界の行方

まとめ
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